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修士論文概要 
青年期における自己開示について 
—自我同一性と孤独感との関連— 
東原	 僚亮 
 
1．問題と目的 
落合（1983）は孤独感について「人間同士の
理解・共感の可能性についての感じ方の次元
（LSO_U）」と「自己の個別性の自覚について
の次元（LSO_E）」があるという。自己開示と
その二次元による孤独感に対する発達過程に
ついて、中学生、高校生時代の自己開示が
LSO_U を中心とする段階から、大学時代では
LSO_E の段階が問われるとする。つまり、落
合の所見からは、大学生時代では、友人との
自己開示が量的にも質的にも LSO_U と
LSO_E との統合において重要な役割がある
ことが指摘されている。 
筆者は日本の文化を前提とした日常対話の中
での自己開示に焦点を当てており、孤独感の
否定的側面だけでなく肯定的な側面にも着目
している。孤独感の発達過程における健康的
な側面を明確にすべく、また特に青年期での
適応的状況に焦点化しえるErikson,E.H.（1950）
の自我同一性にも着目する。 
本研究では、榎本（1992）による“結局人間は
ひとりである”に着目することになる。この見
解は落合の LSO_E の個別性の自覚に関連し
ている。Erikson,E.の自我同一性として“人間
はひとりである”という認識を過去、現在、未
来というライフサイクルの中で受け止めてい
るかによるのではないか。“分かり合うことが
できる”も自己開示をしていようが、この自己
実現としての受け止めがなければそもそも孤
独をも受けていることにはならないだろう。 
自我同一性を従属変数として孤独感と自己開
示を独立変数とする。本論では自己開示の相
手を「親友」とした。後藤（2003）は落合の
孤独感に対する構造論から臨床的に結び付け
て事例を報告している。その報告での自我同
一性は Marcia,J.E.の同一性地位面接による。
同一性地位面接では、同一性確立、モラトリ
アム、早期完結等で構成され、適応的な状態
はどちらかというと同一性確立のみである。
本論では谷（2001）による多次元自我同一性
質問紙を活用する。この質問紙は多次元とす
るように適応的な状態のみで自我同一性の多
様性に着目している。 
そこで孤独感や自己開示についてもこれらの
体験における肯定的、健康的な側面を明確に
することを目的とする。 
 
2．方法 
質問紙法による調査行う。被験者の年齢、男
女等の属性に関する「フェイスシート」、榎本
（1992）による「自己開示質問紙（ESDQ-45）」、
落合（1983）による「孤独感尺度（LSO）」、
谷による（2001）多次元自我同一性尺度によ
る。「自己開示質問紙（ESDQ-45）」の実施に
際しては、自己開示をする相手を「親友」と
した。 
被験者：北関東にある私立大学の学生、男子
33 名と女子 58 名の大学生、計 91 名を調査の
参加者とし、その中で欠損値のなかった 91 名
を分析の対象とした。尚、対象者の年齢は 18
歳から 21 歳であり、平均年齢は 19.3 歳であ
る。 
実験日時：2017 年 1 月と 10 月。 
手続き：授業時間での強制速度法により、倫
理的配慮に対する説明、確認を行い実施した。
教示を含め 20 分位であった。 
 
3．結果と考察 
親友に対する自己開示として、孤独感という
状況が自我同一性を進展させるという影響が
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あるのかを検討する為に以下の分析を行った。 
「多次元自我同一性の各下位尺度得点を目的
変数とし、自己開示質問紙（ESDQ-45）の各
下位尺度得点を説明変数とした重回帰分析
（ステップワイズ法）、同じく多次元自我同一
性の各下位尺度得点を目的変数とし、孤独感
尺度（LSO）の下位尺度LSO_U とLSO_E を
説明変数とした重回帰分析（ステップワイズ
法）、孤独感尺度（LSO）の下位尺度 LSO_U
と LSO_E をそれぞれ目的変数とし自己開示
質問紙（ESDQ-45）の各下位尺度得点を説明
変数とした重回帰分析（ステップワイズ法）
である。 
本調査の被験者の自己開示質問紙（ESDQ-45）
の各下位尺度に対する平均得点状況は榎本
（1992）の先行研究とおおむね類似していた。
また、榎本（1992）が日常場面での自己開示
を想定する中で、今回「親友」とする親密性
の高い相手に「知的側面」「血統的自己の側面」
「実存的自己の側面」といった内面的な開示
が負の影響となっていた。後藤（2003）によ
れば、親密性が高まると内面的な開示の頻度
が少なくなるという。「知的側面」「血統的自
己の側面」等は個々の価値観を伴う内面的な
開示とすれば、その頻度が少なくなったとい
う結果と一致する。 
落合（1983）、後藤（2003）の先行研究におい
てLSO_U に対してLSO_E としての「個別性
の自覚」が大学生にあって、まだ課題を要し
ている面がみられるという。LSO_E に対する
自己開示の内容でも、本来「個別性の自覚」
に必要となるような「実存的自己の側面」へ
の開示も負に影響していることもそれら先行
研究に関連するだろう。 
自己開示から自我同一性への直接影響と、自
己開示から孤独感への影響を示し、直接影響
である自己開示の内容と、孤独感に影響して
いる自己開示の因子が異なっていた。一方で、
孤独感から自我同一性に対する影響関係は明
確である。これらの結果から、孤独感に伴う
自己開示から、自我同一性に直接影響する自
己開示と異なった内容が親友と交わされてい
ることになる。つまり、孤独感ならでは親友
との関係性の展開がうかがえ、そこから自我
同一性の実現に資する体験が提供されている
と推察される。この結果は孤独感ゆえの自己
開示があり、自己実現に資する孤独感ならで
はの健康的な側面といえる。 
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